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論文内容の要旨
ベッドフォームの遷移は従来，流速が上昇する過程と減衰する過程とでベッドフォームの変化は同じ道筋を逆の順
序でたどると考えられてきた。そこで，流れがデューン条件からアッパープレーンベッド条件へ変化するときと，アッ
マープレーンベッド条件からデューン条件へ変化するときのベッドフォームの変化を実験的に調べた。その結果，実
際には二つの過程のベッドフォームの変化は，それぞれ違う道筋を経て平衡状態に達することがわかった。そして，
アッパープレーンベッド条件からデューン条件へと変わる際に，デューン条件でありながら，小型のベッヤウェーブ
である“アッパーリップル"が生じることが分かった。 “アッパーリッフ。ル"はこれまでの研究では認識されてこな
かったものであるo “アッパーリップル"は波長，波高が小さく，移動速度は，同じ流速で出来るデューンより速し、
波長，波高を成長させデューンに近づくにつれて，移動速度は低下するo また， “アッパーリップル"は同様の大き
さを持つリップルに比べ，流れに平行な断面の形状は対称性がよし、。高速ビデオを用いた観察により， リップルの下
流側斜面では重力によるなだれによって砂粒子が移動するのに対し， “アップーリップル"ではシートフロー状に粒
子が移動することが分かった。続いて実験中に砂を供給することで， “アッパーリップル"からデューンへと成長す
るまでに累重した堆積物を実験的に形成させた。その堆積構造は，自然界に見られるタービダイトや洪水堆積物など
の流速の減衰過程にできたものの構造に似ていた。この構造の成因はベッドウェーブの大きさの成長及び移動速度の
低下によって説明が出来る o さらに，実験堆積物の，それを構成している砂砂、粒の粒子配列を調ベたo 最下部の
ノ守一リツプル"の部分では粒子長軸の支配的な向きはラミナと大きな角度と交わる o 一方，最上部のデューンの部分
では，粒子長軸の支配的な向きはラミナの方向と近い。これにより，ある与えられた流速に一対一対応した配列があ
るわけではなく，ベッドウェーブ上で起こる堆積作用によって粒子配列が決まることがわかった。この結果は，高速
ビデオの観察結果と調和的であるo つまり，移動形態と粒子配列の傾向との対応を付けることが出来た。次に，野外
の200万年前の地層から，自然の乱泥流堆積物を採取し，粒子配列を調べた。その結果，平行葉理の直上に連続して
重なる斜交葉理は実験で得た“アッパーリップル"による堆積物と同様の粒子配列を示した。遷移的なベッドフォー
ムである“アッパーリップル"の痕跡が自然界の地層にも残されることが明らかとなった。このことから，自然、の乱
泥流堆積物にデューンの痕跡が見つからないのは， “アッパーリップル"の状態から波長，波高を成長させるより先
に，乱泥流が減衰するからであると考えられるo 今後，本研究をさらに発展させれば，堆積物から，それを形成した
流れの減衰率の推定が可能になると考えられるO
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論文審査の結果の要旨
乱泥流の流速が減衰する過程で堆積したターピダイトにデューンの痕跡である大型の斜交層理が， リップルとプレー
ンベッドの痕跡の聞になぜ見つからないのか， ということが長い間未解決のままであった。
遠藤徳孝君は従来行なわれてきたような，流速を上げて定常状態をっくりだす実験だけではなく，流速が減衰する
過程での実験を行ない， この問題の解決に迫った。実験の結果，プレーンベッドからデューン状態に減速した場合，
アッパーリップルと彼が名づけた遷移的な小型のリッフ。ルが最初にできることがわかった。しかもそのアッパーリッ
プルは堆積状態で保存され，斜交葉理をつくることが明らかにされた。また，アッパーリッフ。ルの移動過程での粒子
の動きなどを高速ビデオで観察し，通常のリップルとの違いを見いだした。その結果かふ地層の斜交葉理の粒子配
列を解析すれば，二つのリ y フ。ルの区別ができることを発見し，地質時代のタービダイトにもア y パーリッフ。ルの痕
跡が残っていることを明らかにした。結論として， タービダイ卜中の堆積構造の変化は連続した減速過程で説明でき
ること，デューンの痕跡、は残っていないがデューン条件で、の痕跡は残っていることを提示した。この研究は，地層か
ら過去の水理条件を求める研究に， これまでにない減衰過程での実験が必要であること，遷移的な条件での痕跡が地
層に残ること，さらに， これまでの研究では深く認識されなかったある時点での底面の地形が，その前の状態に強く
影響されることを示している。
以上のようにこの研究はこれまで長く謎であった重要な問題を，その方法論を含めて新しい視点から解決し，多方
面に影響を与えるものと思われる o よって，本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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